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九
戸
ま
つ
り
が
８
月
16
日
か

ら
19
日
ま
で
、
伊
保
内
地
区
と

戸
田
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
３
年
に
１
度
の

神
明
宮
の
祭
典
も
行
わ
れ
、
帰

省
客
や
観
光
客
は
引
き
継
が
れ

て
き
た
踊
り
や
舞
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

神
明
宮
祭
典
に
は
戸
田
の
９

つ
の
地
区
か
ら
郷
土
芸
能
や
子

ど
も
神み

輿こ
し

が
参
加
。
キ
レ
が
あ

り
迫
力
も
あ
る
踊
り
で
、
沿
道

の
人
た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。

　

17
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、

熊
野
神
社
例
大
祭
の
み
こ
し
渡

御
と
山
車
運
行
は
台
風
の
た
め

中
止
と
な
り
、
花
火
大
会
も
19

日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
郷

土
芸
能
や
山
車
運
行
が
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
れ
あ

い
広
場
に
は
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
な
っ
た
花

火
大
会
で
は
、
気
象
条
件
が
悪

く
、
一
部
煙
で
見
え
に
く
い
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
輪
の

花
が
夜
空
に
咲
き
誇
る
と
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

躍動する獅子舞

第14分団が県大会で優勝しパレード

心地よい笛の響き
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戸田舘の下の獅子舞

キレのある剣舞

倉野の剣舞

流し踊り

上町山車 花火大会

3
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平
成
28
年
度
村
成
人
式
が
８
月

15
日
、
村
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
63
人
の
新
成
人
が
誕

生
し
、
内
50
人
が
式
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
で
五
枚
橋
久
夫
村
長
が
「
九

戸
村
に
生
を
得
た
こ
と
を
誇
り
に

持
ち
、
溢
れ
る
夢
と
志
を
い
だ
い

て
、
信
じ
る
道
を
力
強
く
切
り
開

い
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
新
成
人
は
村
民
憲
章
を
斉

向川　藍
（妻の神）

山本　航大
（平内）

篠山　希望
（泥の木）

杉村　祐弥
（泥の木）

桂川　りさ
（瀬月内）

山本　瑞紀
（宇堂口）

柳沢　あやね
（戸田下）

中奥　遼真
（戸田下）

橋本　光
（戸田下）

欠端　真由美
（戸田下）

戸井口　啓太
（戸田上）

山本　祐一
（戸田上）

馬場　望菜美
（戸田舘の下）

長坂　里沙
（戸田下）

野田　憂斗
（戸田下）

山地　柚香
（山根）

和田　千乃
（山根）

和蛇田　侑大
（山根）

上村　萌衣
（川向）

野田　元一
（伊保内下）

安達　里穂
（伊保内下）

国久　香奈
（鹿島）

柳下　華斐
（山根）

真下　結里香
（山根）

村民憲章を斉唱する新成人
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唱
し
、
九
戸
村
民
と
し
て
の
自
覚

と
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ひ
め
も
た
る
こ
ど
も
園
の
園
児
も

駆
け
付
け
、
新
成
人
へ
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
私
た
ち
の
二
十
歳

宣
言
と
題
し
た
記
念
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
壇
上
に

上
が
り
近
況
を
報
告
。
将
来
の
目

標
な
ど
を
宣
言
し
ま
し
た
。

櫻庭　大翔
（小倉）

安ヶ平　広大
（南田）

菖蒲澤　裕斗
（南田）

古舘　有紗
（川向）

小松　拓斗
（川向）

澤口　加那子
（川向）

小野寺　優生
（五枚橋）

坂本　勇樹
（長興寺下）

椛木　宏美
（長興寺下）

高島　志穂
（長興寺下）

栗谷川　美沙
（小倉）

髙橋　遙香
（長興寺上）

野辺地　美咲
（田代）

白梅　加奈恵
（田代）

野辺地　勇太朗
（田代）

上柿　舞佳
（雪屋）

野辺地　真侑子
（江刺家下）

森下　幹也
（江刺家上）

上柿　成美
（柿の木）

小田野　瑞季
（田代）

七戸　みなみ
（細屋）

浅水　勇樹
（細屋）

南　真奈斗
（山屋）

波岡　恭也
（丸木橋）

奥井　芹奈
（道地）

丸木　利也
（丸木橋）

園児から新成人へ花束が贈呈
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機敏な動作でホースを展張県大会優勝を喜ぶ第14分団の団員と関係者

　

伊
保
内
高
等
学
校
の
郷
土
芸

能
委
員
会
が
７
月
23
日
、
広
島

県
安
芸
高
田
市
の
神
楽
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
た
、
第
６
回
高
校
生

の
神
楽
甲
子
園
に
初
出
場
し
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
初
心
者
を
含

む
25
人
が
部
活
動
と
掛
け
持
ち

を
し
な
が
ら
、
郷
土
芸
能
の
伝

承
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
15
年
に
生
徒
の
発
案

で
発
足
し
た
同
委
員
会
は
、
積

極
的
な
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
で

活
動
の
場
を
広
げ
、
知
名
度
向

上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
大
会
へ
の
出

場
実
績
が
な
い
も
の
の
、
県
文

化
財
愛
護
協
会
が
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
評
価
。
神
楽
甲
子
園
へ

同
委
員
会
を
推
薦
し
、
見
事
出

場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

神
楽
甲
子
園
に
は
全
国
各
地

か
ら
16
校
が
出
場
。
同
委
員
会

は
三
宝
荒
神
や
注
連
切
舞
な
ど

６
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
委
員
長
の
林
大
地

君
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
外
で
の
披
露
は
初
め
て
で

し
た
が
、
演
舞
一
つ
一
つ
に
全

力
を
尽
く
し
た
結
果
、
会
場
か

ら
は
拍
手
喝
采
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
加
え
て
広
島
で
踊
ら
れ

て
い
る
神
楽
演
目
を
鑑
賞
し
、

神
楽
文
化
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
今

後
の
糧
と
し
、
さ
ら
に
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
伊
保
内
高
校
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
楽
甲
子
園
初
出
場

神楽甲子園初出場を果たした伊高郷土芸能委員会

第 14分団
県制覇

県消防操法競技会

伊
高
郷
土
芸
能
委
員
会

　

県
消
防
操
法
競
技
会
が
７
月

24
日
、
矢
巾
町
に
あ
る
県
消
防

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
二
戸
地
区
代
表

と
し
て
出
場
し
た
、
第
14
分
団

が
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
お
い
て
、
県

内
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
各
15

分
団
が
出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
、
１
発

勝
負
の
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

　

各
地
区
の
応
援
団
が

多
数
駆
け
付
け
る
中
、

第
14
分
団
は
練
習
通
り

の
実
力
を
発
揮
し
、
４

年
ぶ
り
に
県
の
ト
ッ
プ

に
輝
き
ま
し
た
。

■
出
場
選
手

指
揮
者
・
関
畑
友
昭

１
番
員
・
橋
本
祐
輔

２
番
員
・
岩
渕
信
毅

３
番
員
・
千
葉
暢の
ぶ

威た
け
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軽自動車
スズキ　エブリィ

絵画

液晶カラーテレビ

壁掛け時計エンジン溶接機

チェーンソーコードレススチームアイロン

座卓テーブル

物
件
を
公
売
し
ま
す

　
大
切
な
税
の
公
平
性
と
税
収
を
確
保

す
る
た
め
、
差
し
押
さ
え
た
物
件
の
公

売
会
を
、
二
戸
管
内
市
町
村
合
同
で
行

い
ま
す
。
本
村
か
ら
も
多
数
出
品
し
ま

す
。

キャリーバッグ

◆
開
催
日
時

　
９
月
７
日
（
水
）

　
　
下
見
会　
　
午
前
10
時
～

　
　
入
札
時
間　
午
前
11
時
～

◆
開
催
場
所

　
二
戸
地
区
合
同
庁
舎　
１
階　
大
会
議
室

◆
当
日
必
要
な
物

　

本
人
確
認
資
料
、
印
鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、

買
受
代
金
（
現
金
）

◆
そ
の
他

　

公
売
に
係
る
見
積
価
額
、
公

売
保
証
金
の
額
は
公
売
日
の
３

日
前
ま
で
に
公
告
さ
れ
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
先
に
確

認
願
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売

の
た
め
、
事
情
に
よ
っ
て
予
告

な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

出
品
は
１
０
０
品
以
上
を
予

定
し
て
お
り
、
下
記
に
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
出
品
一
覧
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）
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９
月
23
日
か
ら
、
各
種
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
の
人
は
、

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
定
健
診
の
目
的
は
？

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
３
割

を
占
め
る
、
心
臓
病
と
脳
卒
中
。

特
に
岩
手
県
は
、
脳
卒
中
死
亡

率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
い
う
危

機
的
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
生

活
習
慣
病
は
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

こ
の
内
臓
脂
肪
に
よ
っ
て
起
こ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
、
早
い
段
階
で
見
つ
け
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
、
特
定
健
診
の
目
的
で
す
。

◆
対
象
者

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保

加
入
者
が
対
象
で
す
。
病
院
で

治
療
中
の
人
・
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
勤
務
先
で
受
診
し
て
い
る
と

き
　

パ
ー
ト
勤
務
な
ど
を
し
て
い

る
人
は
、
事
業
主
の
実
施
す
る

健
診
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
健
診
結
果
の

写
し
を
提
出
願
い
ま
す
。

◆
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
生
活
習
慣
病
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
予
防
②
医
療
費
の

削
減
③
健
診
後
の
生
活
改
善
の

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
な
ど

検査名 対象者 負担金

特定健康診査
40～ 74歳の国保
加入者

40～64歳：
1,300円
65～74歳：
600円

対象者全員に受診票・受診券などを配布しますので、保険証と合
わせて持参の上、必ず受診してください。病院で治療中の人・定
期的に検査している人も受診が必要です。
今年から、尿から塩分摂取量を推定する項目が追加になります。

後期高齢者健
康診査

75歳以上（受診日
年齢）の後期高齢
者医療保険制度加
入者

無料
対象者全員に受診票・受診券などを配布しますので、保険証と合
わせて持参の上、必ず受診してください。今年から、心電図検査
が全員実施となります。

若者健康診査 19～ 39歳 1,000円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持参してくだ
さい。

前立線がん検
診

51、56、61、66、
71歳の男性希望者

750円 特定健診を受ける必要があります。当日申し込みください。

肺炎ウイルス
検査

40、45、50、55、
60、65、70 歳 の
希望者

無料 過去にウイルス検査を受けたことがない人は検査を受けられま
す。特定健診を受ける必要があります。当日申し込みください。

肺がん検診 40～ 65歳 1,000円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持参してくだ
さい。

結核健康診断 66歳以上 無料 対象者全員に受診票を配布しますので、当日持参してください。

骨粗しょう症
予防健診

40、45、50、55、
60、65、70 歳 の
女性希望者

600円 今年から初めて実施します。超音波でかかとの骨密度を調べます。
10 月２日、３日、４日のみの実施となります。

年齢は平成29年３月31日時点の年齢です。

　

社
会
保
険
等
加
入
の
家
族
の

人
も
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま

す
。
各
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ

る
受
診
券
と
保
険
証
を
持
参
し

て
受
診
く
だ
さ
い
。（
無
い
場
合

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
各
自
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
健
診
は
、
特
定
健
診

を
受
診
す
る
社
会
保
険
等
加
入

の
家
族
の
人
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
当
日
受
け

付
け
に
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

（
国
保
以
外
の
人
は
、
尿
検
査
に

よ
る
推
定
塩
分
摂
取
量
測
定
の

項
目
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

受
け
ま
し
ょ
う
各
種
健
診
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実施月日 場所 受付時間 対象行政区

９月 23日（金）

宇堂口地区
農村婦人の家 午前

9：30～ 10：15 瀬月内・泥の木

10：15～ 11：00 宇堂口

山根集落センター 午後
1：30  ～  2：00 山根（１、２、４班）

2：00  ～  2： 30 山根（３、５、６班）

９月 28日（水） 長興寺多目的
集会施設銀杏会館

午前
9：30 ～ 10：15 長興寺上

10：15  ～ 11：00 荒田・大向

午後 1：00   ～  2：30 長興寺下

９月 29日（木）
細屋ふれあい
センター 午前

9：30～ 10：00 五枚橋・雪屋

10：00～ 11：00 細屋

保健センター 午後 1：30  ～  2：30 荒谷
10月２日（日）
骨粗しょう症
予防健診実施日

保健センター
午前 9：30～ 11：00 伊保内上、休日希望者

午後 1：00 ～   2：30 伊保内下、休日希望者

10月３日（月）
骨粗しょう症
予防健診実施日

江刺家ふるさと
センター

午前
9：30～ 10：15 田代・山屋

10：15～ 11：00 柿の木・江刺家上

午後
1：00 ～   1：45 道地・丸木橋

1：45 ～   2：30 江刺家下

10月４日（火）
骨粗しょう症
予防健診実施日

村老人福祉センター

午前
9：30～ 10：00 平内

10：00～ 11：00 戸田下

午後
1：00 ～   1：45 妻の神・戸田舘の下

1：45 ～   2：30 戸田上

10月５日（水） 保健センター
午前

9：30～ 10：15 二ツ家・小倉

10：15～ 11：00 鹿島

午後 1：00～  2：30 川向（１～９班）

10月 11日（火） 保健センター
午前

9：30～ 10：15 南田（１～９班）

10：15～ 11：00 南田（10～ 16班）

午後 1：00 ～   2：30 川向（10～ 17班）、若者健診
若者健診を受診する人は最終日に限らず、都合のいい日に受診ください。
◆問い合わせ　住民生活課保健衛生班　☎42-2111内線122

≪各種健診の日程≫
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

ナニャドヤラを踊る参加者たち

会場も一体となって盛り上がった
セーリングのバンドライブ

コーラの早飲みに挑戦する参加者
たち

ゴールを目指して懸命に泳ぎました

オドデ塾夏まつり盆踊り大会
夏夜を踊って堪能
　８月14日、オドデ塾夏まつり盆踊り大会が道の駅おりつめ
オドデ館で開かれました。この日は昼前からイワナつかみ取
り大会や早食い大会などが行われ、家族連れなどが楽しんで
いました。夕方にはセーリングのバンドライブも行われ、真
夏のイベントをさらに熱く盛り上げていました。ゲストには
漆原栄美子さんと小田代直子さんを迎え、華やかな歌声で来
場者を魅了していました。最後の盆踊りには500人以上の人
が集まり、太鼓に合わせナニャドヤラを踊り、熱い夏夜を堪
能していました。

小中学校水泳大会
自己ベストを目指して
　村小中学校水泳大会が８月２日、村Ｂ＆Ｇ海洋センターで
開かれました。村内の小中学校から170人が出場し、自己ベ
ストを目指して競技が行われました。選手たちは休み期間中
などに練習してきた成果を発揮しようと、最後まで諦めず懸
命にゴールを目指していました。競技の結果、各部門ごとの
優勝者を紹介します。（敬称略）
≪小学校・男子≫　◎自由形▷６年50㍍　七戸駿輔（江刺家

小）　▷５年50㍍　田澤優成（山根小）　▷４年以下25㍍　
舘本翔太（長興寺小）　▷６年100㍍　七戸駿輔（江刺家小）
◎平泳ぎ▷６年50㍍　髙倉悠矢（戸田小）　▷５年50㍍　
山谷琉斗（長興寺小）　▷４年以下25㍍　舘本翔太（長興寺小）
▷６年100㍍　髙倉悠矢（戸田小）　◎背泳ぎ▷５年50㍍　
山下希風（戸田小）　▷４年以下25㍍　渡羽琉（伊保内小）
◎ 200㍍リレー　戸田小
≪小学校・女子≫　◎自由形▷６年50㍍　松本実侑（伊保内
小）　▷５年50㍍　中澤悠空（戸田小）　▷４年以下25㍍　
宮川知優良（伊保内小）　▷６年100㍍　小林楓音（戸田小）
◎平泳ぎ▷６年50㍍　松本実侑（伊保内小）　▷５年50㍍　
坂本星

きらり

凛（長興寺小）　▷４年以下25㍍　宮川知優良（伊保
内小）　▷６年100㍍　和田遙（山根小）　◎背泳ぎ▷６年50
㍍　亀梨唯（戸田小）　▷５年50㍍　柾本陽菜（戸田小）　▷
４年以下25㍍　小野寺詩温（長興寺小）　◎バタフライ▷６
年50㍍　和田紗綺（山根小）　▷５年25㍍　山下茜（伊保内小）
◎ 200㍍リレー　伊保内小
≪中学校・男子≫　◎自由形▷100㍍　大崎光仁（３年）　◎
平泳ぎ▷100㍍　大崎光仁（３年）　◎背泳ぎ▷100㍍　白
銀洸
こう

佑
すけ

（２年）　◎ 200㍍リレー　３年
≪中学校・女子≫　◎自由形▷100㍍　山下さくら（２年）　
◎平泳ぎ▷100㍍　山下さくら（２年）　◎背泳ぎ▷100㍍
谷地星

せ

麗
れ

凪
な

（３年）　◎バタフライ▷100㍍　熱海楓（３年）
◎ 200㍍リレー　３年
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500人以上の人が集まり太鼓に合わせ、

伸びやかな歌声を披露した、小田代
直子さん

太鼓や歌に合わせ、盆踊りを楽しむ利用者たち

包装食を使った炊き出し訓練を行う参加者

折爪荘で夏まつり
花火やビンゴで満喫
　８月１日、特別養護老人ホームにて毎
年恒例の夏まつりが行われました。まつ
りでは日本民謡協会岩手九戸会の協力を
得て民謡・舞踊ショーを開催。県大会で
も優勝した、自慢の踊りが披露されると、
利用者も手拍子を叩いて楽しんでいまし
た。太鼓を囲み輪になっての盆踊りでは、
家族や施設職員と歌ったり踊ったりと、
にぎやかな雰囲気を楽しんでいました。
打ち上げ花火の後には、豪華景品が当た
るビンゴ大会。選ばれる数字に一喜一憂
したり、出店で販売された唐揚げやたこ
焼きなどに舌鼓を打ったりと、真夏の夜
を満喫していました。

災害ボランティア講習会
万が一の対応方法学ぶ
　災害ボランティア講習会が８月５日、ＨＯＺホールなどで
開かれました。中学生８人を含む約50人が参加し、万が一災
害が起きたときの対応方法について学びました。最初に村赤
十字奉仕団から教わりながら炊き出し訓練を行い、米をポリ
エチレンの袋に入れてご飯を炊き、非常時の炊き出しを体験
しました。続いて、二戸消防署九戸分署署員が防災について
講演をした後、救命講習にて万が一の救命措置について学び
ました。

村教育研究会が講演会
秋田型授業を学ぶ
　村教育研究会では７月28日、授業力向上を目指した講演会
がＨＯＺホールにて行われました。村内小中学校の教員約50
人が集まり、授業の質を上げようと研さんを深めました。秋
田大学大学院教育学研究科の佐藤修司教授が秋田型の授業ス
タイルを説明。秋田の学校ではＰＤＣＡサイクル（計画・実行・
評価・改善）を確立し授業を実施していることや、先生一人
一人が自主的に学べるように取り組んでいることなどが紹介
されました。参加した先生たちは、熱心に耳を傾けていました。

授業力向上を目指し講演を聞く先生たち
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８
月
８
日
～
10
日
ま

で
、
夏
休
み
寺
子
屋
塾

（
村
教
育
委
員
会
主
催
）

が
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
を
活
用

し
、
小
学
生
が
勉
強
し

や
す
い
よ
う
に
公
民
館

を
解
放
。
伊
保
内
高
校

の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
指
導
に
当
た
る
活

夏休みに学習塾

　

岩
手
広
告
賞
表
彰
式
が
７
月

27
日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、
ラ
ジ
オ
広
告
の
部

で
エ
フ
エ
ム
岩
手
九
戸
支
局
が

制
作
し
た
広
告
が
企
画
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
そ
ば
か
っ
け
や

甘
茶
、
炭
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
が
見
事
、
企
画

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
８
月
１
日
、

エ
フ
エ
ム
岩
手
九
戸
支
局
の
久

保
裕
美
支
局
長
が
委
託
を
受
け

て
い
る
村
役
場
を
訪
れ
、
受
賞

の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

エ
フ
エ
ム
九
戸
支
局
が
企
画
賞

音楽に合わせ英語を学ぶ小学生と高校生

久
保
支
局
長
か
ら
五
枚
橋
村
長
へ

企
画
賞
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

　

小
田
沢
ミ
ヨ
さ
ん
（
道
地
）

が
８
月
６
日
に
99
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
五
枚
橋
久
夫
村
長
が

自
宅
を
訪
問
し
祝
福
し
ま
し
た
。

花
束
と
長
寿
祝
い
金
を
手
渡
し

祝
福
。
今
で
も
草
取
り
を
す
る

小
田
沢
さ
ん
は
若
い
と
き
か
ら

歌
が
好
き
で
、
一
人
で
い
て
も

歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
そ
の
場
で
花
笠

音
頭
を
元
気
な
声
で
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

小
田
沢
ミ
ヨ
さ
ん
99
歳
祝
福

動
も
３
年
目
を
迎
え
、
今
年
は

新
た
に
英
語
の
学
習
も
取
り
入

れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
小
学
生

は
延
べ
24
人
、
高
校
生
は
12
人

参
加
。
参
加
し
た
柳
平
遥
妃
さ

ん
（
長
興
寺
小
２
年
）
は
「
涼

し
く
て
家
よ
り
も
勉
強
が
は
か

ど
る
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

白
寿
を
祝
福
さ
れ
る
小
田
沢
ミ
ヨ

さ
ん
（
前
列
右
か
ら
２
番
目
）

　

村
少
年
野
球
選
手
権
大
会
が

７
月
23
日
、
戸
田
小
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
伊

保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
村
内
か
ら
４
つ
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
頂
点
を
目
指

し
て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
江
刺
家
ロ
ビ
ン
ズ
と
の
決

勝
戦
で
は
、両
チ
ー
ム
か
ら
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す
試
合
と
な

り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

伊
保
内
ス
ポ
少
が
優
勝

優
勝
を
喜
ぶ

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
８
月
12
日
、
東
北
自
動
車
道

九
戸
料
金
所
入
り
口
に
て
、
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
「
目
覚

ま
し
純
情
運
転
作
戦
」
を
行
い

ま
し
た
。
村
交
通
安
全
対
策
協

議
会
会
員
や
村
交
通
母
の
会
連

合
会
の
会
員
の
み
な
さ
ま
が
参

加
。
多
く
の
帰
省
客
な
ど
を
一

旦
停
止
さ
せ
、
願
い
星
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
が

入
っ
た
袋
を
手
渡
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

無
事
故
を
願
い
啓
発
活
動

交
通
量
の
多
い
時
期
に
合
わ
せ
、

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
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ね
き
ら
い
の
言
葉
を
添
え
し
御
中
元

高
島
ふ
み
女

耳
の
裏
足
て
掻
く
猫
早
や
晩
夏

麦
飯
も
糧
飯
八や

十そ

路じ

は
喉の
ど

通
し

仏
飯
は
天
こ
盛
り
な
り
蛇
苺

赤
の
ま
ま
仲
好
し
こ
よ
し
八
十
路
ま
で

汝な

も
我
も
覆
い
被
さ
る
大
花
火

膨
ら
ま
す
友
え
の
封
書
星
今
宵

田
村　

畦
畔

こ
の
道
も
力
の
失
せ
し
晩
夏
か
な

麦
飯
に
健
康
長
寿
と
五
穀
入
れ

ち
ん
ま
り
と
こ
ん
な
所
に
蛇
苺

娘
が
急せ

か
す
母
の
伝
授
の
心
と
こ
ろ
て
ん太

夜
光
虫
ガ
イ
ド
に
付
い
て
海
の
中

誘
わ
れ
て
食
い
放
題
の
メ
ロ
ン
旅

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

夏
草
の
刈
ら
れ
て
よ
り
の
香
の
つ
よ
し

雷
の
二ふ

夕た

こ
ろ
び
し
て
遠
ざ
か
る

放
牧
を
待
つ
原
原
の
橅ぶ

な

若
葉

山
頂
へ
光
放
ち
て
ひ
め
ぼ
た
る

放
物
線
描
き
飛
び
交
ふ
ひ
め
ほ
た
る

冬
部　

雪
女

い
く
ば
く
の
余
命
大
事
に
晩
夏
か
な

麦
飯
や
記
憶
の
底
の
ひ
も
じ
さ
よ

土
よ
り
も
灼や

け
て
旗
振
る
警
備
員

雲
の
峰
「
九
戸
村
の
炬
火
」
い
ま
誕
生

浄
土
よ
り
里
帰
り
待
つ
盆
の
月

通
院
を
重
ね
晩
夏
と
な
り
に
け
り

麦
飯
や
戦
後
慈
善
の
ラ
ラ
物
資

「
山
の
日
」
の
九
戸
連
峰
晴
れ
渡
る

老ろ
う

鴬お
う

や
山
雨
に
烟け
む

る
村
役
場

平
穏
な
村
や
清す

が

し
き
今
朝
の
秋

快
晴
の
九
戸
郷ご

う

里り

や
稲
の
花

白
日
の
村
燃
え
盛
る
炎
暑
か
な

【
七
月
席
題
詠
よ
り
】

そ
こ
そ
こ
の
幸
福
で
良
し
初
茄
子　
　
（
雪　

女
）

梅
雨
深
し
手
く
ぼ
に
受
け
る
薬
二
錠

葛
菓
子
の
器

う
つ
わ
涼
し
く
も
て
な
さ
る　
　
（
ふ
み
女
）

過
去
未
来
み
な
良
し
と
せ
ん
茄
子
の
花

初
茄
子
を
二
人
で
分
か
つ
夕
餉
か
な　
（
畦　

畔
）

好
き
好
き
と
妻
満
面
の
氷
菓
子

老
い
て
知
る
人
の
誠
や
夕ゆ

う

端は
し

居い　
　
　
（
青　

村
）

晩
酌
の
肴
大
き
な
焼
き
茄
子

　

結
婚
後
、
20
歳
の
と
き
に
八
百
屋
を

始
め
、
24
歳
か
ら
寿
司
屋
を
経
営
し
て

き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
踊
り
や
歌
が
好
き
だ
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
毎
日
積
極
的

に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
地
域
活
動
や

学
校
行
事
に
参
加
し
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
19
歳
で
結
婚

し
た
が
、
親
族
が
誰
一
人
お
祝
い
を
し

て
く
れ
な
く
、
夫
と
２
人
東
京
に
逃
げ

た
こ
と
が
思
い
出
だ
よ
。

　

今
年
か
ら
県
北
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
映
画
鑑
賞
が
好
き
で
、
一
人
で
見
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
夏
は
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

へ
水
泳
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
毎
年

20
回
ぐ
ら
い
通
っ
て
い
ま
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
家
族
で
ド
ラ
イ

ブ
に
行
っ
た
り
、
友
達
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
子
ど
も
た
ち
を
元
気

に
一
人
前
に
育
て
上
げ
る
こ
と
が
目
標
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
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希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
で
は
６
月
23
日
、

村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
い
わ
て
国
体
炬き
ょ

火か

「
九

戸
村
の
火
」
集
火
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

式
は
村
小
中
学
校
水
泳
大
会

終
了
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
村

九戸村の火「九曜の火」が誕生

内
各
地
域
を
代
表

し
て
５
つ
の
小
学

校
で
採
火
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
火
さ
れ
た
火

の
名
前
は
、
伊
保

内
小
学
校
が
無
限

の
火
。
長
興
寺
小

学
校
は
勤
勉
・
自

立
・
感
謝
の
火
。

戸
田
小
学
校
は
仲

間
と
の
絆
の
火
。

山
根
小
学
校
は
巳

ら
に
つ
な
が
る
団

結
の
火
。
江
刺
家

小
学
校
は
希
望
の

火
と
そ
れ
ぞ
れ
命

名
さ
れ
、
各
小
学

校
の
代
表
者
が
そ

れ
ぞ
れ
学
校
の
火

と
し
て
集
め
ま
し

た
。
５
つ
の
学
校

　
い
よ
い
よ
い
わ
て
国
体
の
開
催
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
来
村
す

る
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
来
村
者
を
お
も
て
な
し
の
心
を

持
っ
て
迎
え
入
れ
、
選
手
の
活
躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
に
ち　
10
月
２
日（
日
）

▽
時
間　
　
①
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
②
10
時
50
分
〜

　
開
始
式　
７
時
45
分
〜

▽
場
所　
　
ナ
イ
ン
ズ
球
場

▽
競
技
名　
軟
式
野
球
競
技

　
　
　
　
　
成
年
男
子

の
代
表
者
が
火
を
一
つ
に
し
、

九
戸
村
の
火
を
誕
生
さ
せ
ま
し

た
。

　
九
戸
村
の
火
は
「
九
曜
の
火
」

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
火

は
10
月
１
日
に
北
上
市
で
行
わ

れ
る
、
い
わ
て
国
体
総
合
開
会

式
の
集
火
セ
レ
モ
ニ
ー
に
て
、

九
戸
村
の
火
と
し
て
伝
達
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
伝
達
す
る
代
表

国体炬火「九戸村の火」集火式＝６月23日、各小学校の代表者と実行委員の皆さん

国
体
炬
火
「
九
曜
の
火
」
が
誕
生

い
よ
い
よ
国
体

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

者
に
は
、
小
沼
侃つ
よ

士し

君
（
九
戸

中
学
校
３
年
）
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
誕
生
し
た
火
は

地
域
の
運
動
会
や
学
校
の
行

事
な
ど
に
貸
し
出
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
村
教
育
委
員
会
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
３
０
４
）
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　教育現場の驚異的な報告
記事。不登校の高１男子が
自殺した…。
　常識をはるかに超えたし
つような追及に、崩壊寸前
まで追い込まれた教師たち
は、真実を求めモンスター
との対決を決意。果たして
加害者は誰だったのか。

モンスターマザー
福田　ますみ　著／新潮社

ちょっと具合のよくないときのごはん
石川　みずえ・岩崎　啓子　著／日東書院

白日の鴉
福澤　徹三　著／光文社

　暑い夏も少し終わりが
見えた頃。病院に行くほ
どじゃないけど、体の不
調を感じるときに何を食
べたらいいの？
　そんなときに重宝する、
食事による健康ケアの本。
食べて元気になりましょ
う。

　はじめて逮捕した犯人
はえんざいだった。将来に
不安を抱く、交番の新人巡
査。痴漢容疑で逮捕された
製薬会社のＭＲ。国選弁護
人と年金で暮らす老弁護
士。さびれた町に暮らす３
人が、塀の中と外から有罪
率99.9%の壁に挑む。

　牛の命を解いて…。解
くとは牛を殺して肉にす
るということです。
　人間も牛も同じ命を持
って生まれているのだと
いうことを知り、感謝の
気持ちを持ってその大切
な命をいただくのです。

いのちをいただく
内田　美智子　作／講談社

　

７
月
４
日
、
中
学
３
年
生
61

名
を
迎
え
て
、
伊
保
内
高
校
一

日
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

校
長
、
漆
原
教
育
長
の
あ
い
さ

つ
、
生
徒
会
活
動
紹
介
や
郷
土

芸
能
発
表
、
学
校
概
況
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
次
に
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
先
輩
が
案
内
し
て
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
全
ク
ラ
ス

の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
部
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
楽

し
く
学
べ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
。
少
人
数
で

や
る
か
ら
授
業
が
分
か
り
や
す

い
。
神
楽
の
迫
力
が
す
ご
か
っ

た
。
伊
保
内
高
校
に
入
り
た
い

副
校
長　

小
原　

由
紀　

開
か
れ
た
学
校
を
公
開

と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
あ
り
ま
し
た
。

　
本
校
は
、
中
学
生
、
保
護
者
、

地
域
に「
開
か
れ
た
学
校
」で
す
。

い
つ
で
も
見
学
な
ど
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

九
戸
中
学
校
で
は

８
月
９
日
、
先
輩
高

校
生
を
招
い
て
、
３

年
生
「
先
輩
と
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

先
輩
と
し
て
招
い

た
の
は
伊
保
内
高
校

３
年
林
大
地
さ
ん
、

本
堂
晴
夏
さ
ん
、
福

岡
高
校
３
年
関
口
天

さ
ん
、
屋
形
場
春
菜

さ
ん
、
軽
米
高
校
３
年
荒
田
千

尋
さ
ん
、
一
戸
高
校
２
年
下
川

原
凱
斗
さ
ん
、
福
岡
工
業
高
校

南
端
大
輔
さ
ん
の
７
人
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
様
子
を

話
し
た
後
、
各
高
校
に
分
か
れ

て
質
疑
応
答
を
し
、
各
高
校
の

様
子
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
学
生
は
、
残
り
７
カ
月

先輩と語る会

の
中
学
校
生
活
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

一
日
体
験
入
学
に
参
加
し
た

中
学
３
年
生
た
ち

先
輩
の
高
校
生
に

高
校
の
様
子
に
つ
い
て
質
問



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
。
こ
れ
は
介

護
を
必
要
と
せ
ず
、
健
康
に
日
常
生
活

を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
運
動
・

食
事
・
禁
煙
に
加
え
、
健
診
・
が
ん
検

診
の
受
診
な
ど
、
健
康
に
つ
い
て
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
運
動
～
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か

そ
う
～

　

普
段
か

ら
体
を
動

か
す
こ
と

で
、
糖
尿 ９

月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
９
月
30
日
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
９
月
下

旬
に
郵
便
に
て
届
け
ま
す
。
届
い
た
ら

名
前
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限

が
過
ぎ
た
被
保
険
者

証
は
回
収
し
ま
せ
ん

の
で
、
有
効
期
限
を

過
ぎ
た
ら
、
裁
断
す

る
な
ど
各
自
で
責
任

を
持
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

国
保
の
被
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
認
知

症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
な
る
リ
ス

ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
散
歩

や
運
動
な
ど
体
を
動
か
す
時
間
を
10
分

増
や
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
が
苦
手
な
人

は
、
家
事
や
仕
事
で
こ
ま
め
に
動
く
こ

と
も
効
果
的
。
小
さ
な
動
き
で
も
積
み

重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
食
事
～
野
菜
料
理
を
１
品
増
や
そ
う

～
　

毎
日
の
元
気
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
か
ら
。
塩
分
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

過
ぎ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
な
が
ら
、
旬

◆
カ
ー
ド
式
で
一
人
一
枚

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
一
人
に
一
枚
の
カ
ー
ド
式
で
す
。

世
帯
主
様
宛
て
の
封
筒
に
全
員
分
を
入

れ
て
郵
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

被
保
険
者
証
は
保
険
診
療
な
ど
を
受

け
る
と
き
に
使
用
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
も
し
紛
失
し
た
り
盗
難
に
あ
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
役
場

の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
あ
り
ま
す

　

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
を
受
け
、

国
保
の
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
記

入
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
任
意
で
あ

り
、
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
を

　

他
の
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
は
、
国

保
の
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
、
国
保
の
資
格
が
な

い
の
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
保
険

診
療
な
ど
を
受
け
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
は
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
資
格
に
異
動
が
生
じ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出
て
、

正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証 有効期限 平成 00年 9月 30日まで

性　別

保 険 者 番 号
保 険 者 名 九戸村0 1 0 1 3 2

氏　 名
生 年 月 日
資格取得年月日

交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
被 保 険 者 住 所

昭和 30年 1月 1日

昭和 30年 1月 1日

平成 22年 10月 1日

　

岩手県九戸郡九戸村

の
食
材
を
取
り
入
れ
て
食
事
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
代
の
人
は
野
菜

が
不
足
気
味
で
す
の
で
、
野
菜
料
理
を

も
う
１
品
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
禁
煙
～
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
な
い
環

境
づ
く
り
を
～

　

た
ば
こ
は
が
ん
を
は
じ
め
心
臓
病
や

脳
卒
中
、慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（COPD

）

な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
糖
尿
病

や
脂
質
異
常
症
、
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ

ま
す
。
健
康
に
よ
く
な
い
と
分
か
り
つ

つ
も
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
意
思
が
低

い
の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る

依
存
作
用
が
原
因
で
す
。
た
ば
こ
の
煙

は
吸
う
人
だ
け
で
な
く
吸
わ
な
い
人
に

も
害
を
与
え
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人

も
吸
わ
な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

☆
９
月
23
日
か
ら
特
定
健
診
が
始
ま
り

ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
体
の
異

常
の
早
期
発
見
・
治
療
が
で
き
、
病
気

の
重
症
化
を
防
げ
ま
す
。
年
に
１
回
健

診
を
受
け
て
自
分
の
体
を
い
た
わ
り
、

健
康
な
体
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
保
健
師　
船
山　
信
香 

）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
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だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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い
ざ
と
い
う
と
き
、
も
し
も
傷
病
者

に
何
も
救
命
手
当
て
が
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
心
肺
停
止
後
約
３
分
、
呼
吸
停

止
後
約
10
分
、
多
量
出
血
後
約
30
分
で

死
亡
率
は
50
％
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
ど
れ
だ

け
早
く
救
命
手
当
て
を
行
え
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
「
心
肺
蘇
生

法
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動
」
を

中
心
と
し
た
応
急
手

当
て
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

村内の火災・救急（７月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ± ０件
救 急 24 件 186 件 ＋ 17 件

素
早
い
手
当
て
が
大
切
な
命
を
救
う

◆
運
動
期
間

　
９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）ま
で
の

10
日
間

◆
反
射
材
の
着
用
と
自
転
車
前
照
灯
の

点
灯
の
徹
底

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
は
交

通
事
故
が
多
発
す
る
時
間
帯
で
す
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
明
る
い
色
の

服
装
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
ラ
イ
ト
や
反
射

材
を
着
用
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分

の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
「
自
分
が

見
え
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず

に
、
自
転
車
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ

る
た
め
に
、
前
照
灯
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
ラ
イ
ト

の
早
め
点
灯
と
、夜
間
は
原
則
ハ
イ
ビ
ー

ム
を
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
し
な
い
と
、
交
通
事

故
に
遭
っ
た
と
き
に
車
内
に
体
を
打
ち

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

村内の交通事故（７月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 2 件
物損事故 2 件 30 件 － 6 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 2 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 661日
（7月31日現在）

付
け
た
り
、
車
外
に
放
出
さ
れ
る
な
ど
、

重
傷
事
故
や
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

車
に
乗
っ
た
す
べ
て
の
人
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
さ
せ
る
こ
と
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

義
務
で
す
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
周

囲
の
人
す
べ
て
を
不
幸
に
す
る
悪
質
で

危
険
な
犯
罪
行
為
で
す
。

　
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

要
で
す
。
追
納
の
申
し
込
み
は
役
場
住

民
生
活
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

追
納
が
で
き
る
の
は
免
除
さ
れ
て
か

ら
10
年
以
内
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
、
一
定
の
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
学
生
納

付
特
例
な
ど
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り

も
年
金
の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
増
や
す
た
め
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
申
し
込
み
が
必

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
追
納
を
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ９月５日㊊ ９月６日㊋ ９月12日㊊
空 き 缶 ９月20日㊋ ９月26日㊊ ９月27日㊋
粗 大 ご み ９月13日㊋
紙・プラ類 ９月８日㊍ ９月14日㊌ ９月29日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
９ ４ 川村医院 23-3252 ９ ４ 岩渕歯科医院 32-2238
11 いちのへ内科クリニック 33-2701 11 菅歯科 23-5161
18 齋藤産婦人科医院 23-2505 18 ますだ歯科クリニック 26-8282
19 カシオペア医院 23-3331 19 沢藤歯科医院 25-4002
22 藤田内科 38-2772 22 窪島歯科医院 23-2425
25 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 25 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182

９月

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎８月15日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■大崎運輸  有限会社
①大型トラック運転手（正社
員）②九戸村③18歳～64歳④
257,000円～270,000円⑤大型自
動車免許一種、試用期間３カ月
■有限会社  陸中商会
①作業員（正社員）②九戸村③
不問④120,652円～165,000円
■農事組合法人  九戸協業養豚
組合
①養豚作業員（正社員以外）
②九戸村③不問④203,200円～
241,300円⑤普通自動車免許一
種、試用期間２カ月
■株式会社  小松製菓
①食品製造工（正社員）②二戸
市③59歳以下④133,760円⑤Ｏ
Ａ機器の簡単な操作可能な人、
試用期間３カ月
■鈴丸商事運輸  有限会社
①トレーラー運転手（正社員）
②二戸市③不問④480,000円⑤
大型自動車免許一種、牽引免
許、フォークリフト技能講習修
了証、試用期間３カ月
■有限会社  一戸浄化槽
①運転手兼作業員（正社員）
②一戸町③不問④176,000円～
264,000円⑤大型自動車免許一
種、大型自動車の運転経験、試
用期間３カ月

  カシオペア安全安心
ちびっこまつり

■日時　９月７日（水）
　　　　午前10時～正午
■場所　二戸市民文化会館
　　　　大ホール
■内容　近未来警察カシオペアに
よる防犯教室、県警察音楽隊によ
る演奏と交通安全教室、白バイ・
パトカーの展示
■問い合わせ　二戸地区防犯協会
連合会事務局（☎43-3110）

  ８月30日～９月５日
建築物防災週間

　８月30日（火）から９月５日（月）
まで、建築物防災週間を実施しま
す。この週間は、地震、火災、が
け崩れなど各種災害による人命お
よび建築物の被害を防止し、安心
して生活ができる空間を確保する
ため、県民に対し建築物に関する
防災知識の普及に努めるとともに、
防災・維持保全関係法令の周知徹
底を図ることにより、建築物の防
災対策を推進することを目的にし
ています。
　この週間中、防災相談所を下記
の場所に設置しますので、是非ご
利用ください。
■防災相談所　県北広域振興局土木
部二戸土木センター（☎23-9209）

お詫びと訂正
　広報くのへ８月号２ページの
「教育長」の記事で、教育長の任
期は平成31年７月11日までの誤
りでした。お詫びして訂正します。
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

編集後記
◆今年も暑かった夏。重労働や過度な
動きをしていないのに疲れが溜まっ
ていた気がしました。数年前までは
一晩寝れば復活していたはずでした
が…◆年齢を感じる今日この頃で
す。◆気持ちだけでも若く日々の生
活を充実させたいものですネ（下村）

人のうごき
（平成28年8月1日現在）

●人　口　　６，０９７　人　  （＋５）

　　男　　　 ２，９３６　人　  （＋２）

　　女　　　 ３，１６１　人  　（＋３）

●世帯数　　２，１７０世帯　　（＋５）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １２　人  　（７３人）

　 転　 出　　　 　２　人  　（９４人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（１９人）

　 死　 亡　　　 　７　人  　（５５人）
（カッコ内は１月からの累計）

  重度身体障害者の
自動車改造費を助成

　村では重度身体障害者の社会参
加および介護者の負担軽減のため、

  望ましい教育環境
検討委員会を設置

　８月８日に村教育委員会定例会
を開催し、「望ましい教育環境のあ
り方検討委員会設置要綱」を策定
しました。
　この委員会は、将来を担う九戸
村の子どもたちに、より良い教育
環境を提供し、効果的な学校教育
実現のために設置するものです。
　今後２年間程度で「望ましい教
育環境のあり方基本計画」を策定
することになりますが、会議の内
容について広報、ホームページな
どでお知らせします。
■問い合わせ　教育委員会教育総
務班（☎42-2111内線302）

  動物愛護
フェスティバル

■日時　９月22日（木）９時～
■会場　二戸地区合同庁舎駐車場
■内容　動物慰霊祭、動物ふれあ
い写真コンクール表彰式、犬のし
つけ教室、わんわん運動会
■申し込み先
　グリーン動物病院（☎23-8257）
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健福祉環境センター環境
衛生課（☎23-9206）

自動車の改
造に要する
経費を補助
します。
■対象となる人
①重度身体障害者
身体障害者手帳の等級が１～２級
の者のうち、上肢、下肢または体
幹機能に障害のある人
②介護者
重度身体障害者と同一世帯に属す
る介護者、または重度身体障害者
と同等の障害を有する18歳未満の
人と同一世帯に属する介護者
※いずれも所得制限あり
■内容
　以下の経費の1/2以内に相当す
る額で、対象者１人につき10万円
を限度として補助します。
①重度身体障害者が所有し運転す
る自動車の操行装置および駆動装
置などの改造に要する経費
②重度身体障害者または介護者が
所有し、重度身体障害者の通院な
どのため使用する自動車を、容易
に乗降できる装置が装備された自
動車に改造するのに要する経費、
または同様の装置が装備された自
動車を購入する場合、標準型車両
本体価格との差額
■その他
　改造後の申請は受理できません
ので、必ず着工前に相談ください。
■申し込み・問い合わせ
　住民生活課地域福祉班（☎42-
2111内線202）
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村
学
童
相
撲
大
会
が
８
月
４
日
、

村
相
撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
真

夏
日
に
も
な
り
、
暑
い
日
差
し
が

降
り
注
ぐ
中
、
村
内
４
つ
の
小
学

校
か
ら
50
人
が
参
加
し
、
力
と
技

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
団
体
戦
と
個
人
戦
に

よ
っ
て
争
わ
れ
ま
し
た
。
１
チ
ー

ム
５
人
が
出
場
す
る
団
体
戦
で
は

予
選
リ
ー
グ
の
後
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加

し
た
個
人
戦
で
は
、
４
年
生
以
上

の
学
年
ご
と
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

女
の
子
の
出
場
も
多
数
あ
り
、

大
き
な
男
の
子
を
投
げ
飛
ば
す
取

組
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
が
多
く
集
ま
り
、
懸
命
に
取

り
組
む
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
上
位
成
績
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
団
体
戦

①
江
刺
家
小
Ａ　
②
長
興
寺
小
Ａ

③
戸
田
小

◆
４
年
生
の
部

①
落
安
隼
斗
（
伊
保
内
小
）　

②
古
舘
愛
佳
（
長
興
寺
小
）

③
荒
田
珠み
ゅ
う夢
（
同
）

◆
５
年
生
の
部

①
七
戸
和
人
（
江
刺
家
小
）

②
柴
田
結
衣
（
長
興
寺
小
）

③
三
春
響
希
（
伊
保
内
小
）

◆
６
年
生
の
部

①
林
竜
太
郎
（
江
刺
家
小
）

②
中
野
感
大
（
長
興
寺
小
）

③
千
葉
彩
愛
（
同
）

◆
三
賞

▽
技
能
賞　
屋
形
場
愛
司
（
伊
保

内
小
６
年
）　
▽
殊
勲
賞　
秋
元
海

洲
（
江
刺
家
小
５
年
）　
▽
敢
闘
賞

小
野
寺
汐
音
（
長
興
寺
小
１
年
）

村
学
童
相
撲
大
会

心
技
体
を
競
う

　
白
熱
取
組
に
歓
声

202020

６年生の部の準決勝、土俵際で投げの打ち合いをする屋形場愛司君（左）と林竜太郎君

女の子の活躍も目立ちました団体戦で優勝した、江刺家小Ａチーム
左から七戸駿輔君、七戸和人君、七戸祐太君、

林竜太郎君、秋元海洲君

小学１年生と２年生の戦い
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